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ＮＰＯ法人

■天井から初夏の日を浴びて・・・あかしあ水泳サークルのメンバー

皆
さ
ま
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
五
月
三
十
日
の
総
会

に
お
い
て
理
事
長
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
も
浅
く
高
齢
で
も
あ
り
ま

す
が
当
番
の
覚
悟
で
微
力
も
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
前
理
事
長
は
協
議
会
の
法
人
化
や
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
託
を
軌
道
に
乗

せ
る
な
ど
先
頭
に
立
っ
て
努
力
を
さ
れ
た
足
績
は
大
き
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

障
害
者
を
取
り
巻
く
情
勢
は
平
成
十
五
年
か
ら
十
カ
年
の
障
害
者
基
本
計
画
を
策
定
し
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援
を
す
る
た
め
の
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で

国
は
財
政
再
建
の
も
と
に
三
位
一
体
改
革
（
税
源
の
移
譲
・
補
助
金
の
減
廃
・
交
付
金
の
見

直
し
）
は
現
実
の
も
の
と
な
り
障
害
者
の
施
策
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
共
同
作
業
所

運
営
補
助
金
や
特
定
難
病
患
者
の
医
療
費
補
助
金
の
カ
ッ
ト
等
は
個
人
の
尊
厳
と
生
活
の
権

利
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
事
態
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
時
的
な
景
気
低
迷
や
外
圧
等
に
よ
る
し
わ
寄
せ
が
弱
者
へ
の
財
源
か
ら
回
す
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
大
き
な
問
題
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
障
連
協
」
は
健
常
者
も
障
害
者
も
お
互
い
が
理
解
と
協
力
し
合
い
共
に
生

き
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
核
と
な
る
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
暖
か
い
理
解
と
励
ま
し
に
よ
っ
て
設
立
し
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
し
日
増
し
に
高
齢
者
や
一
般
市
民
の
利
用
も
目
立
ち
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
体
力

づ
く
り
の
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
障
害
者
が
生
活
全
般
の
相
談
が
で
き
る
機
能
も
必

要
と
し
て
い
ま
す
の
で
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

社
会
の
多
様
化
・
高
齢
化
等
に
よ
っ
て
障
害
者
団
体
の
運
営
は
ど
こ
も
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。
国
や
自
治
体
は
障
害
者
に
支
援
す
る
役
割
を
持
ち
ま
す
が
、
本
人
も
努
力
し
実

践
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
今
後
と
も
所
属
団
体
と
障
連
協
の
発
展
の
た
め
に
ご
理
解
ご
協

力
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

共
に
暮
ら
す
豊
か
な
ま
ち

皆
ん
な
「
お
ぴ
っ
た
」
で
会
お
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

旭
川
障
害
者
連
絡
協
議
会

理
事
長

峰

木

光

春



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日( ２ )

２００４年度ＮＰＯ法人旭川障害者連絡協議会定期

総会が上記の日程で開催されました。総会次第は高橋

正巳氏の司会で開会し、はじめに鈴木勲理事長の挨拶、

続いて重野健一旭川市保健福祉部長・福田旭川市社会

福祉協議会事務局長より来賓挨拶を受けました。総会

出席者数確認の上、議長に難病連旭川支部より滝田仁

氏、議事録署名人に「旭川身体障害者肢体協会」の川

尻朝雄氏・「旭川手をつなぐ育成会」の川森優子氏を

選出し議事にはいりました。

議事内容は以下のとおりです。

報告事項

第１号議案 平成１５年度 事業活動報告

第２号議案 平成１５年度 収支決算報告

第３号議案 平成１５年度 監査報告

審議事項

第４号議案 平成１６年度 事業活動方針(案）

第５号議案 平成１６年度 収支予算（案）

第６号議案 障連協組織運営（案）

第７号議案 定款一部変更

第８号議案 役員改選（案）

第７号議案の定款一部変更により、副理事長が新た

な役職として付加されました。また相談役をおくこと

ができる項目も加えられました。

第８号議案の役員改選では役員選考委員会（稲垣則

子選考委員長）で選考された以下の役員が選出されま

した。

法人第２期役員名簿

２００４年６月１日～２００６年５月３１日

■理 事 長 峰木 光春(旭川手をつなぐ育成会）

■副理事長 荒川 繁雄(旭川身体障害者福祉協会)

■副理事長 青木 利子(旭川アカシア会）

■専務兼事務局長 工藤 フサ

(北海道難病連旭川支部)

■常任理事

平山 ひろ子(旭川肢体不自由児者父母の会）

篠田 良雄(旭川リハビリ友の会）

鈴木 勲(旭川ろうあ協会）

田辺 邦夫(旭川車イスの会）

佐藤 忠公(障害者問題を考える会）

■理 事

村瀬 稔幸(旭川盲人福祉協会）

石川 清詞(旭川精神障害者家族連合会）

稲垣 則子(旭川地域共同作業所連絡協議会）

川尻 朝雄(旭川身体障害者肢体福祉協会）

大橋美智子(旭川中途難失聴者協会）

■監 事

冨田 和信(旭川視力障害者福祉協会）

惣伊田敏行(ＮＰＯ法人 ＮＰＯサポートセンター）

２００３年度活動報告

１．業務委託、補助事業について

市よりの業務委託は、前年同様のセンター管理業務

委託事業とシャトルバス運行補助事業と新たに旭川市

障害者スポーツ関連振興事業業務、｢旭川市障害者の

日｣記念事業の委託を受託して活動をしてまいりました。

(１）スポーツ関連では、年１１回のスポーツ教室、

旭川市障害者スポーツフェスタ、旭川市障害者球技

大会、約５８０名の参加、ボランティア・スタッフ

３３０名で終了しました。

(２）｢旭川市障害者の日」記念事業は３００名の参加

で成功裡に終了することが出来ました。

(３）｢障連協にゅ－す」年２回で3,000部を発行しま

した。点字及びテープ版も作成しました。

(４）｢おぴった」の利用について

■会議室等年間利用者数

35,140名(内障害者 20,784名）

■水浴訓練室年間利用者数

30,933名(内障害者 21,966名)

■機能回復訓練室等年間利用者数

２００４年度特定非営利活動法人

旭川障害者連絡協議会定期総会
と き ２００４年５月３０日（日） 午後１時３０分～４時

ところ 旭川障害者福祉センター「おっぴた」第１会議室



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日 ( ３ )

37,645名(内障害者 6,323名)

■体育館年間利用者数

17,785名(内障害者 10,188名)

■シャトルバス年間利用者数 9,163名

２００３年度障連協広報部活動報告

ＮＰＯ法人障連協の機関紙発行については、２

００２年度末の理事会で提案され、広報部を中心

に２００３年度より創刊することが決まりました。

第１回広報部会は事務局も加わり4月4日に開か

れ、機関紙の編集内容・部数・発行回収･予算･印

刷所・機関紙名の募集・配布先などについて協議

されました。

■機関紙の編集内容：加盟団体の活動状況の交流・

ＮＰＯ法人障連協の動き・障害者福祉関連ニュー

スなどを主な柱としました。

■発行部数：各団体の必要部数を問い合わせ、合

計1,500部

■発行回数：年度２回

■印刷等予算：約７万円

■２００３年度印刷所：｢かがやき工房｣

■機関紙名：４月２６日を締め切りとして各団体

より募集

■発行日：２００３年６月１０日、１２月１０日。

その後、６回の編集会議を経て、機関紙名はＮ

ＰＯ法人「障連協にゅーす」と決定され、創刊号

は予定通り６月１０日発行となりました。

２号は１２月１０日発行をめざし１０月末より

編集作業にはいりました。その編集会議の中で１

月の新春号があったほうが良いのではないかとい

う部のスタッフからの提案があり、理事会に諮る

こととなり、結果発行月は１月と７月に変更とな

りました。

２号は、障害者スポーツフェスタ・「障害者の

日」などの法人の委託行事が目白押しに続き、そ

れらの記事もあって１号よりも多い頁数となりま

した。２００４年１月１０日発行です。広報部員

４人ほとんどはじめての編集作業ということもあ

り不十分でありましたが、みなさまのご協力によ

り年度内２回の機関紙を予定通り刊行することが

できました。

平成１５年度特定非営利活動に係わる事業収支
平成１５年４月１日から平成１６年３月３１日
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損益計算書

平成１５年度決算報告試算表
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会 計 監 査 報 告 書

平成１５年度、特定非営利活動法人旭川障害者連絡協議会の会計事務監査

の結果、支出帳票、預金通帳及び関係書類等が、適正かつ正確に処理

されていることを報告します。

平成１６年 ４月２４日

銀行名 預金種類 口座番号 合計残高

北洋銀行 定期預金 4,384,703 1,000,000

北洋銀行 普通預金 4,139,655 8,888,762

手持ち現金 受付釣銭分 50,000

手持ち現金 事務局手持分 151,275 受付にて保管

合 計 10,090,037

各事業現在高 2004/3/31現在

事業名/預金種類 定期預金 普通預金 現 金 合 計

障連協 1,000,000 3,914,307 151,275 5,065,582

管理事業 0 4,678,083 50,000 4,728,083

バス事業 0 300,388 0 300,388

スポーツフェスタ 0 -4,016 0 -4,016

スポーツ教室 0 0 0 0

球技大会 0 0 0 0

障害者の日 0 0 0 0

合 計 1,000,000 8,888,762 201,275 10,090,037

資産及び負債残高 未収入金 少額資産 前受金 未払金 未払法人税等

障連協 95,699 766,965 0 143,950 80,000

管理事業 0 0 1,608,200 3,119,883 0

バス事業 0 0 0 300,388 0

スポーツフェスタ 0 0 0 0 0

スポーツ教室 0 0 0 0 0

球技大会 0 0 0 0 0

障害者の日 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

合 計 95,699 766,965 1,608,200 3,564,221 80,000

（2004/3/31現在）財 産 目 録
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旭川市
障害者福祉センター

各種専門委員会

実行委員会

（常任理事任務分担）

○労務・人事（労務人事全般）

○事業 資金活動

講演会 他

○財政 （財政管理他）

○文化・スポーツ

スポーツ関連事業

記念事業・サークル他

○広報（機関誌・ＰＲ他）

理 事 会監 事

総 会

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事

常 任 理 事

事務局(日常業務)

・各団体との連絡

・渉外・文書・記録

・各種会計・受付

所 長
副所長

・施設担当

・事務担当

・看護担当

常任理事会

管 理 係 バ ス 事 業 係

・運転業務

・介助担当運転業務

事 務 局 長

( )

( )

特定非営利活動法人 旭川障害者連絡協議会 運営機構図

２００４年度 私たちの活動の目標と重点

１． 行政との協働活動を今より以上に強めましょう。

２． 障連協・関係機関、支援をしてくださる方々を結ぶ「障連協にゅーす」の充実に努めます。

３． 他団体の諸活動・他のＮＰＯ法人との交流にも参加しましょう。

４． 「おぴった」利用者の向上に努めましょう。

５． 障害者も出来るボランティア活動にも参加しましょう。

（使用済み切手回収・リングプル等）

旭川市よりの委託事業及び補助事業内容

旭川市福祉センター管理事務委託事業

旭川市福祉センターバス運行補助事業

旭川市障害者スポーツ教室委託事業

旭川市障害者スポーツフェスタ委託事業

旭川市障害者球技大会委託事業

旭川市「障害者の日」記念委託事業

相 談 役
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報告：旭川障害者スポーツ協会

体育館部会指導部長 阿部 龍雄

立位の部 小山選手（選手宣誓）

座位の部 藤井選手に栄冠！

第３回旭川ボッチャ大会（主催旭川障害者スポー

ツ協会）が２８日旭川障害者福祉センター「おぴっ

た」で開催、大会選手４５名（立位２９名・座位

１６名）によるトーナメント方式で行なわれまし

た。大会毎にボッチャ技術も向上しており，今大

会では、総試合数６４試合中２点以内での試合が

２６試合と接戦続きで，会場から緊張感と拍手と

が交叉。タイブレーク（同点の場合）試合が１０

試合もありました。

また，勝敗が決まる試合内容の中で，ジャック

ボールから赤と青ボールの距離が２mmの羞で、し

かも最終ラウンドで逆転負けと見ごたえのあるゲー

ムもありました。

今大会で選手宣誓した小山選手（旭川美景園）

も決勝戦で同僚との対決を制して初優勝。座位の

部は準決勝で村上選手に辛勝した藤井選手が決勝

戦で８対０と完勝しました。

最後に，競技・審判長の講評

今大会では、ボッチャレベルの向上が見られま

した。中でも距離感の取り方がとてもうまく，ボー

ルが集中している試合がかなりありました。

今後の練習課題

１）試合におけるメンタル面の練習（自分が有利

な展開から不利になった時の気持ちのきりかえ

を練習から積み重ねる）

２）ジャックボールから自玉のエリアーをいかに

大きくする事が出来るかを練習の積み重ね。今

後も皆さんとボッチャ競技の技術向上にむけて

頑張りましょう。

障連協の動き (平成１６年１月～７月)

第３回旭川ボッチャ大会

と き：平成１６年５月２８日(日)午前10時
ところ：旭川市障害者福祉センター｢おぴった｣

(旭川市宮前東4155番地30)
主 催：旭川障害者スポーツ協会

■第３回ボッチャ大会

１

２

第３回 旭川ボッチャ大会成績

立位の部

優 勝 ………… 小山 武選手

２ 位 ………… 佐藤 善則選手

３ 位 ………… 岡音 敏博選手

３ 位 ………… 篠田 良雄選手

（敗者復活戦優勝）

座位の部

優 勝 ………… 藤井 博史選手

２ 位 ………… 大野由紀子選手

３ 位 ………… 阿部 幸恵選手

３ 位 ………… 五十嵐眞幸選手

（敗者復活戦優勝）

Ｎｏ 写真の内容紹介

１ 喜びの表彰を受ける選手

２ 距離をさだめる選手･･･



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日 ( ９ )

□「６・８北海道の医療費助成を考える緊急道民集会」

道が重度障害者医療費助成制度に一割負担を導

入しようとする問題で、「障害者医療費助成制度」・

「道特定疾患対策事業」の見直しの撤回と制度の

充実を高橋はるみ知事、北海道議会議長に要求す

る「６・８緊急集会」が札幌市で開催されました。

この集会は道内の約１５０の障害者関係団体で

つくる「北海道の医療費助成制度を考える連絡会」

（小谷晴子代表）が主催したものです。当日は会

場の「かでる２・７」大会議室は３６０名をこえ

る参加者でいっぱいでした。

ＤＰＩ北海道ブロック会議事務局長の我妻 武

氏より現在、道議会では「継続審議」にまでもち

こんでいること、署名は一万筆の目標であったの

が２３,８７９筆集約されていることなど切実で緊

急な運動の現状が報告されました。

つづいて当事者の発言では「道の赤字解消のた

めに、人の命を削って財政を立て直すことでいい

のか。赤字財政は道の行政の責任ではないか！」

「一割の負担増は通院することを躊躇するように
ちゅうちょ

なる。身体的にも経済的にも負担がかかる。」

「精神障害の自分たちはこの制度から除外されて

いる。法の下の平等に反する。精神障害者にも適

用してほしい。」「夕張からの高速道路などに無

駄な公共事業費を予算化している。それに比べ３

０～４０億円の医療費助成金はわずかであり、もっ

とも弱いもののところからなぜ削っていくのか。

わたしたちは到底許すことができない！」など激

しい怒りの声が相次ぎました。

この後、道庁で署名の提出と高橋知事の面談を

申し入れていましたが、知事は出席せず、三善保

健福祉部次長と加納主幹が対応しました。ここで

も知事の不適切な対応に、当事者の怒りと切実な

声は一層高まりました。

三善次長からこれまでの経過を踏まえ、道庁内

に検討委員会を設け緩和策を検討中であるとの説

明がありましたが、委員に当事者が加えられてい

ない問題も指摘されました。

当法人からも、会員が至急集めた署名約４５０

筆をもって峰木･荒川･青木･平山･稲垣の理事会役

員と旭作連の川田一寛さんが参加しました。

６・８北海道の医療費助成を
考える緊急道民集会

と き：平成１６年６月８日(日)午後1時
ところ：「かでる２・７」大会議室及び道議会
主 催：道医療費助成を考える連絡会

■６･８緊急道民集会

１

２

３

Ｎｏ 写真の内容紹介

１ 「かでる２･７」の緊急道民集会会場

２ 道庁前にての抗議行動

３ 集会に参加した障連協の役員



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日( １０ )

■北海道福祉のまちづくり賞とは？

北海道福祉のまちづくりコンクールは、平成１

０年の「北海道福祉のまちづくり条例」の施行に

伴い、福祉的配慮に優れた公共的施設の優良事例

を広く道民や関係事業者に普及啓発を図ることを

目的として平成１０年から実施しており、昨年ま

でハード部門５５施設を優良施設として表彰して

います。６回目を迎えた本年度からは、平成１５

年８月の条例改正に伴って、障害者、高齢者等の

自立・社会参加を支援する活動を対象としたソフ

ト部門を新たに設け、全道に広く募集を行いまし

た。その結果、ハード部門５４件、ソフト部門２

４件の応募をいただき、福祉・建築・市民活動等

の専門家で構成する審査委員会の選考を経た上で、

ハード部門については、最優秀賞１件、優秀賞３

件、奨励賞６件、ソフト部門については、最優秀

賞１件、優秀賞３件、奨励賞５件をそれぞれ選定

しました。

■北海道福祉のまちづくりコンクールについて

北海道では、平成１０年４月に「北海道福祉の

まちづくり条例」を施行し、障害のある人やお年

寄り、赤ちゃんを連れた人など、誰もが気軽にま

ちに出かけ、建物や道路、公園などを安心して快

適に利用することができる「福祉のまちづくり」

を進めており、この取り組みの一環として、福祉

的配慮に優れた公共的施設等を対象とした「北海

道福祉のまちづくりコンクール」を毎年実施して

います。平成１５年８月に条例が改正され、公共

的施設のバリアフリー化とともに、各種サービス

やボランティア活動の充実などソフト面の取り組

みも含め、総合的に、「福祉のまちづくり」を推

進することとしたことに伴い、本コンクールにつ

いても、今年度から従来の公共的施設等を対象と

したハード部門に加え、障害者・高齢者等の自立・

社会参加を支援する活動を対象としたソフト部門

を新たに設け、改正条例の趣旨の普及啓発を図る

こととしました。

■北海道福祉のまちづくりコンクール審査委員

佐藤 克之 北海道浅井学園大学大学院人間福祉学研究科教授

(委員長)

三瓶 徹 北海道老人福祉施設協議会幹事

三浦 聡（財)北海道建築指導センター事業部長

森谷 雅美（財)北海道地域活動振興協会次長

山本 明恵（社)北海道建築士会理事

横井 寿之 北海道医療大学看護福祉学部医療福祉専攻科教授

我妻 武（財)北海道肢体不自由児者福祉連合協会評議委員

北海道福祉のまちづくり賞を受賞 ！

募集状況：募集期間 平成１５年９月１日～９月３０日
応募件数 ハード部門:５４件 ソフト部門:２４件

審査状況：審査期間 平成１５年１０月～１２月
最終審査 平成１５年１２月２４日

「北海道福祉のまちづくり賞」・平成１５年度・受賞事例集より抜粋して紹介！



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日 ( １１ )

知的障害者とはどんな人か。あまり知られてい

ませんが話しかけても返事が遅く、動作が鈍く、

表情が無い等ですが性格は優しく、きれいな心を

もっております。

街での挨拶や金銭管理も不得手なため、暴力や

金銭トラブルに巻き込まれる例があり、交番でも

話がうまく出来ず、加害者に間違われることもあ

ります。

障害者の皆さんに知的障害の特徴を知っていた

だきますと、知的障害者はきっと心強く感じると

思います。障害者同士が互いに理解し協力し合え

ば素晴らしい福祉の街になると考えます。

□活動報告

平成１６年度通常総会は去る５月９日(日)「お

ぴった」において開催。会員３４０名の出席によ

り議案審議をいただき、新年度の事業及び予算計

画等提出議案を全会一致で承認可決されました。

承認された事業計画の主な行事((社)協会分)

１．(社)研修旅行 ９月２６日(日)（留萌市神居

岩温泉）

２．第５３回全道身体障害者福祉大会 １０月２

３～２４日（伊達市）

３．全道障害者卓球球技大会 １１月１４または

２１日（札幌市身障者福祉センター）

４．表彰受賞者祝賀会（市長・北身協会長）

１１月中旬（会場未定）

◎「障害者の日記念事業」

国際親善音楽交流特別演奏会

今年も指揮者、及川光悦先生のご好意により、

来る１０月２８日(木)１８時３０分より旭川市民

文化会館において私達障害者・他1,150名を無料

ご招待して下さる文書連絡が参りました。

チケットが参りましたらお知らせ致しますので

障連協の皆さん多数の方の参加申し込みをお願い

いたします。

※出演者はルーマニアのヴァイオリン奏者及びピ

アニスト奏者です。司会はおなじみの（女優）中

原ひとみさんです。乞うご期待！！

□活動報告

■５月８日(土) ２００４年度定期総会

２００４年度定期総会は、旭川市ときわ市民

ホール・１０１号室において、午後１時３０分

より開催されました。２００３年度の活動報告

及び決算報告、２００４年度の活動方針(案)及

び予算(案)を承認し無事終了。総会終了後、場

所をアザレア館２Ｆに移して、各部会役員懇親

会を行い、今年度の活動方針等について意見交

換しました。

■５月１５日(土) (財)北海道難病連２００４年

度定期総会・交流会(出席：６名)

ＮＰＯ法人 旭川障害者連絡協議会

◆ 社団法人 旭川手をつなぐ育成会
会 長 峰木 光春

旭川市２条通９丁目左４号 山口ビル5階
ＴＥＬ ２５－２１２０

「知的障害のある人」はどんな人？

◆ (社)旭川身体障害者福祉協会
会 長 荒川 繁雄

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ／ＦＡＸ ３４－６０９９

◆ 財団法人北海道難病連旭川支部
支部長 工藤 フサ

旭川市５条通５丁目１６９０－１
ＴＥＬ･ＦＡＸ ２４－７６９０



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日( １２ )

■５月１６日(日)

(財)北海道難病連２００４年度支部協議会

■６月８日(火)「６･８緊急集会」

１０月から北海道の「重度心身障害者医療費

助成制度」及び「北海道特定疾患対策単独事業」

などへの見直しに反対し、多くの障害者団体が

参加する「北海道の医療費助成を考える連絡会」

は、６月８日札幌市「かでる２・７大会議室」

において緊急集会を開催。会場は３６０名以上

の参加者であふれ、問題の重要性、緊急性を表

しております。集会は「連絡会」のこれまでの

経過報告と当事者５名からの悲痛な発言があり、

集会終了後全員で道庁へ移動、代表者が要望書

を携えて高橋知事に面会を求め道庁内へ、沿道

を埋めた多くの参加者は道庁前で横断幕、垂れ

幕、プラカードなどに怒りの声を書き込み、又、

声を張り上げ見直し反対を訴えました。

■６月２６日(土) 第１０８回運営委員会

■７月４日(日) 新事務所へ引越し

◎父母の会、近況報告といたしまして、北海道肢

体不自由児者福祉連合会の会長であり、北海道

を代表する詩人で冬季オリンピックの代表曲で

もあります、「虹と雪のバラード」「北の大地」

など、後世に語り継がれる作詞の数々を残され、

又、札幌医大名誉教授でもありました河邨文一

朗前会長が３月３０日に死去されました。各父

母の会としましても深い悲しみに暮れると共に、

心よりご冥福をお祈り致します。

◎父母の会の会員であり、あかしあ労働福祉セン

ターあかしあ会を代表して渡辺基孝君が全国の

きょうされん加盟施設利用者・職長２８０名の

国会請願団と共に、支援費制度見直しの陳情を

国会議員に直に手渡されました。精一杯の願い

が伝わる事と願っております。

◎父母の会の会員であり、旭川私立竜谷高校の３

年生であります五十嵐眞幸君が、入学当初より

車イスに乗り野球部のスコアとして大活躍し、

その頑張っている姿がＮＨＫテレビで放映され

ました。その放映を見て、父母の会としまして

もとても嬉しく思い心より感動致しました。

◎父母の会でも、助成支援しております、車椅子

バスケットチーム『旭川リバース』が、５月２

９日～３０日に「札幌きたえーる」で、開催さ

れました、今年、最初の大会「会長杯」におき

まして、出場チーム７チーム参加の中から、み

ごと優勝と言う素晴らしい成績を修めました。

僅かですが、助成支援しております父母の会

と致しましては、とても嬉しく思うと共に、心

より拍手を送りたいと思います。又、これから

の健闘に期待し、応援しております。

※会員一同これからも頑張りますので、ご支援宜

しくお願い致します。

◆ 旭川アカシア会
代 表 青木 利子

旭川市４条通２１丁目左７号
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３２－７６３１

旭川アカシア会 かわら版

10月に第４回「障害者医療講演会」を開催し

ます。ストレスなどさまざまな要素で、うつ症

状やうつ病が現れてきたときの予防や付き合い

方などについて、精神科医である三浦 彌先生

を講師にお招きし話を伺います。

第４回 障害者医療講演会

講演内容 「現代人のうつ病について」

講 師 三 浦 彌 氏
わたる

医療法人社団 三浦メンタルクリニック

札幌市西区西町北6丁目4－14

日 時 2004年10月17日（日）14:00～16:30

会 場 旭川市大雪クリスタルホール

旭川市神楽3条7丁目

Tel O166-69-2000 FAX 0166-69-2001

主 催 旭川アカシア会

（連絡先：0166-34-6018 担当・藤中）

共 催 社会福祉法人あかしあ労働福祉センター

（精神障害者の人権と福祉・第５回旭川市民講座）

参加費 無 料

この事業は赤い羽根共同募金会の配分金で

開催されます。

◆ 旭川肢体不自由児者父母の会
会 長 平山 ひろ子

(自宅) 旭川市神楽岡９条４丁目6-10
TEL･FAX ６５－３５９７/TEL･FAX ３３－５９４０(おぴった)
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この度平成１６年度定期総会にて会長に選任さ

れました。高津 修と申します。現在会員数９６

名で脳卒中の障害者主力と障害手帳の発行されて

おられない障害者との団体でありますが、１９７

２年に会の発足以来３３年目という歴史があり、

先輩達のご努力の積み重ねで存続して参りました。

後を継承して行くことに重責を感じ、微力乍ら

会の為に努力せねばと思って居ります。時代の移

り変わりと共に少しでもマンネリ化を脱皮し、新

しい事にチャレンジを含め、会員みんなで協力し

あえる様に進めて参りますので宜しくお願い申し

上げます。障連協におかれましても、これから行

政よりのいろいろと諸問題を抱え、大変な年にな

ると思いますが、ご健康に注意して頑張っていた

だきたくお願い申しあげます。

今年度の活動報告

１）新しい行事として

８月：「チャリティー・ビールパーティー」

９月：「仙台旅行」３泊４日

２）月例行事として

①日帰り温泉３回 ②屋外行事 ３回

（ジンギスカン、イチゴ狩り，リンゴ狩り）

③宿泊研修１回（２泊３日）

３）サークル活動

①カラオケ愛好会 ②毛筆と筆ペン愛好会

③水泳教室 ④パークゴルフ愛好会

旭川車イスの会は、年間事業計画に基づいて１

５年度も各行事等を無事終了いたしました。旭川

車イスの会の大きな目的の一つとして会員相互の

親睦・交流・情報交換等がありますが昨年は他団

体との交流なども多くなり会員それぞれが違った

角度からのふれあいがあったと思われた一年だっ

た。今年も当会では、総会・新年交流会・レクリェー

ション・ボッチャ大会・そして、当会最大事業の

２３回目を迎える『道北圏車イススポーツ大会』

を主催いたします。１２月には１年の締めくくり

としてクリスマス＆忘年会を計画しております。

また、旭川市障害者スポーツフェスタ・旭川市

障害者球技大会・旭川市障害者の日記念事業に参

加し，各団体との交流を深めていきたいと思って

おります。今年度から旭川車イスの会の役員体制

が大きく変わりましたがこれからも新旧役員が力

をあわせて旭川車イスの会を盛上げて行くつもり

です、今後ともよろしくお願い申し上げます。紙

面をお借りいたしましてご報告いたします。

「障がい者の暮らしやすい社会は、誰にとって

も暮らしやすい社会」を標榜してスター卜し、２

５年。バリアフリー化、ユニバーサルデザインの

普及と、確かに、ハード面では”暮らしやすさ”

が徐々に進んだようだ。反面、人と人の信頼感、

協調性、社会の在り様…等々といったソフト面は

どうだろう。

？のキーを、打ち続けなければならないように

思えてならない。

「原点に還る」。言い古された言葉だが、使用

頻度の多い言葉には、それなりの共感を得る真理

があるはずだ。

今後もー多くの紆余曲折を経るだろうが、「障

がい者の暮らしやすい社会は、誰にとっても暮ら

しやすい社会」。この原点を、しっかりと見据え

た活動を、地道に続けて行く決意を新たにするこ

とが、当会の最大の目標である。

□平成１６年度旭川盲人福祉協会組織と活動計画

役員名簿

会 長 村瀬 稔幸

「他団体役職名」(社)北海道視力障害者福祉連合

会副会長・(社)旭川身体障害者福祉協会副会長・

旭川盲人福祉センター支える会会長・旭川障連協

理事(文化スポーツ）

副会長 酒井 信平

「他団体役職名」旭川盲人福祉センター支える会

◆ 旭川車イスの会
代 表 田辺 邦夫

旭川市永山６条４丁目１４番７号
ＴＥＬ ４８－０９２９

◆ 障害者問題を考える会
代 表 中野 章

旭川市５条通１０丁目コミュニティーセンターふれあい内
ＴＥＬ/ＦＡＸ ２４－４９７１

◆ 旭川リハビリ友の会
会 長 高津 修

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３４－６０９９

◆ 旭川盲人福祉協会
会 長 村瀬 稔幸

旭川市宮前通東４１５５番地3０
ＴＥＬ･FAX３４-６０９９
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副会長

副会長 水野 勝明

「他団体役職名」(社)旭川身体障害者福祉協会監事

事務局長 加藤 弘

旭川盲人福祉センター支える会監事

「他団体役職名」(社)北海道視力障害者福祉連合

会理事（青年協会長）

会 計 木崎 フサ子

「他団体役職名｣(社)旭川身体障害者福祉協会理

事（広報副委員長）・旭川盲人福祉センター支え

る会 部

厚生部長 前田 良則

文化部長 三浦 秀人

保健体育部長 木村 貴男

「他団体役職名｣（社）旭川日本障害者福祉協会

理事（保体副委員長）

社会活動部長 岡本 忠樹

「他団体役職名」（社)旭川身体障害者福祉協会

理事・(研修副委員長)、旭川盲人福祉センター支

える会理事

広報部長 棟方 勲

生活環境部長 池田 康男

女性部会長 木崎 フサ子

監 事 由井 敏通

監 事 野口 修二

以 上

□活動報告・予定

■平成１６年度定期総会４月１１日、４月２５日

（札幌市）■平成１６年度（社）北海道視力障害

者定期総会及び代表者会議５月９日■平成１６年

度（社）旭川身体障害者福祉協会定期総会■平成

１６年度全国盲人福祉大会・５月１９～５月２３

日（金沢市）■施設見学及びレクリェーション・

６月１３日■全道障害者夏季スポーツ大会・７月

３日～７月４日（留萌市近郊）■旭川障害者スポー

ツフェスター・７月１８日■旭川盲人協会、ボッ

チャー大会・６月２０日■全道視覚障害者球技大

会・９月１９日～９月２０日（札幌市）■高齢者

敬苑慰問・９月２０日（旭元園）■全道視覚障害

者福祉大会・１０月３日（札幌市）■全道障害者

福祉大会・１０月２３日～１０月２４日（伊達市）

■旭川盲人福祉協会文化講演会・１１月７日■全

道障害者卓球大会・１１月１４日予定（札幌市）

■旭川市障害者球技大会・１１月予定■障害者記

念の日事業・１２月４日、１２月５日■旭川盲人

協会忘年会・１１月２８日～１１月２９日■旭川

盲人協会年忘れボーリング大会・１２月１２日■

全道障害者冬季スポーツ大会■１７年２月中旬

（深川市） 以 上

１．毎月の例会

原則として第３水曜日午後「おぴった」にお

いて、障害のこと家族会のことについての相談

等を受けています。併せて役員会も開催してい

ます。

２．研修会の開催

当会主催で地域福祉権利擁護事業、成年後見

制度や精神障害者のための法的な制度など、あ

るいは障害者の症状に対する理解と家族の対応

についてのお話や意見の交換など、昨年は２回

開催しました。今年も８月２１日「おぴった」

で開構します。来年２月にも予定しています。

３．各種大会に参加

毎年、北海道精神障害者家族大会や道北地域

大会には、市の福祉バスを利用して２０余名が

参加しています。今年は９月１８日苫小牧市、

１０月２日富良野市で開催されます。

４．機関誌の発行

毎年、｢旭家連だより」を年1回発行しており

ます。研修会や大会等の報告お知らせのほか、

家族当事者のなまの声などを登載しています。

１０月発行の予定です。

旭川市共同作業所連絡協議会（近況）

支援費制度の実施から一年が経過したばかりな

のに、肝心の関連制度が次々と後退し、介護保険

と支援者の統合をはじめ、小規模通所授産施設や

地域共同作業所に対する運営費補助金の削減、重

度障害者医療費助成制度の１割負担のへ導入など、

◆ 旭川精神障害者家族連合会
会 長 石川 清詞

旭川市神楽２条４丁目１-１２旭川フレンドハウス内
ＴＥＬ ６３－２３３１

◆ 旭川市地域共同作業所連絡協議会
会 長 稲垣 則子

旭川市８条通１８丁目右３号
ＴＥＬ ４５－０７００
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障害者が生きて行くのは大変だと日一日と感じて

います。しかし、そのような障害者施策をめぐる

情勢が激動する中でも、運営や実践、地域の発展

をめざすためにも旭川市補助金交付基準に対する

意見書も提出致しました。共同作業所に対する補

助金が運営に占める重要性について、今年度の補

助金削減により各作業所は元々少ない職員給与・

賃金を減額しながら運営の継続を図らざるを得な

い状況に追い込まれています。こうした職員の身

分保障の不安定さが、職員の定着率の低下につな

がり、中堅職員が育たない悩みがあります。

心身障害者地域共同作業所補助金事業は他の事

業とは違い、職員（指導員）の人件費と事務費

（貸借料・燃料費・光熱水費・事務消耗品等）だ

けで大変な運営をしているのです。福祉施策の充

実は誰もが願う共通の思いであると考えられます。

２１世紀の魅力ある街を創り出して行く上で最重

要課題の一つであると考えられます。共同作業所

に対する補助金が運営に占める重要性を１人でも

多くの方達に知っていただきたいと思います。

明るいニュースとしては、今春から今日までに

作業所の職員３人が結婚しました。おめでとうご

ざいます。頑張って下さい。

これからも多くの行事に参加して、たくさんの

仲間と出会い、ふれあい夢を持ち明るく生きてい

る事に誇りを持ち続けたいと思います。

■７月の予定

７月１４日（水）旭川障害者視察研修夏季親睦交流会

７月１８日（日）旭川障害者スポーツフェスタ

去る５月３０日に開かれた２００４年度定期総

会に於いて新しく理事に選任されました。当会か

らは前任会長の高橋正巳が常務理事として選出さ

れておりましたが、この度連絡協議会相談役に就

任したため、当会の代表として選出された次第で

す。よろしくお願いいたします。

当会は約４５０名の会員が各地区９分会に別れ、

それぞれ分会独自の活動を展開しているのを助成

支援しています。会としても４月の定期総会で本

年の活動方針を決定、早速５月に施設見学会員交

流研修旅行（美深）を終了しました。今後は会員

交流会のほか、秋のイベント、市民参加の「ふれ

あい広場」を市や社協の後援をいただき実施いた

しますので、皆様の参加ご協力をお願いいたしま

す。また、上部団体の（社）旭川身体障害者福祉

協会の行事（研修旅行・全道福祉大会・各種交流、

交礼会等）や、（N）旭川障連協の各種行事（ス

ポーツフェスタ・球技大会・障害者の日記念事業

等）には全員参加を目標に、積極的に参加協力す

るよう努力して行きたいと思っております。

当協会は、筆記でコミをするため、筆記の通訳

者の養成に協力しています。

社会の中では耳の障害といえば「手話」というイ

メージがありますが、専門用語で言葉を覚えたあ

とで耳が聞こえなくなった者は失聴者と言い、耳

が遠い者は難聴者で「中途失聴者」と言います。

私達中途障害者は主にコミは文字で行います。

文字は誰でも書ける。という思い込みがありま

すが、必要な言葉を通じるように書くのはようい

ではありません。

旭川市では文字の伝達が必要な聴障者に対し、

要筆者を派遣しており、当協会はその要筆者の養

成に協力しています。その事業の一つとして毎年

「要約筆記を学ぶ会」を開いており、今年は７月

～１０月までです。受講者の募集は広報・新聞等

が主でしたが、今年はケーブルテレビポテトの

「わくわくライフ旭川」で募集して頂きました。

「旭川中途難失聴協会」の存在も、「要約筆記」

という存在も、ほんのわずかの人にしか知られて

おりません。今後は知名度を高め、人知れず苦し

んでいる仲間に手をさしのべる事ができるように

努力したい。

□おかげ様で「３０周年」

完全参加と平等を目標に昭和５０年１０月１２

日 旭川視力障害者福祉協会（旭視協）が先輩仲

間同志の「千辛万苦」と切磋琢磨で発足し、今年

は３０周年を記念することが出来ます。旭視協は

◆ 旭川身体障害者肢体福祉協会
会 長 川尻 朝雄

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３４－６０９９

◆ 旭川中途難失聴者協会
会 長 大江 登美子

旭川市錦町１８丁目
ＴＥＬ/ＦＡＸ ５１－８９３７

■ 旭川視力障害者福祉協会
会 長 瀧田 幸明

旭川市東光１５条４丁目3-4
ＴＥＬ/ＦＡＸ ５４－７１３７
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視覚障害者(６０％)健常者(４０％)で構成し、全

員が会員とし組織の中で地域福祉の保健医療福祉

の増進を目標に共生している団体ですが「障連協」

１５団体中最小数の会員ではあるが健常者の心か

らの理解と協力があって年中行事すべてに全員参

加し、自立と共生の広場を計画し、実施致して居

ります。

創立当時を振り返ってみると、視覚障害者（精

神弱者）の日常生活に単独で外出不可能となりま

す。「ストレス」に千載一遇の為にと、今年は秋

に１泊２日の温泉旅行（カンポの宿）を計画して、

着々と準備して居るところです。

「障連協」発足前後から現在までの旭川市に居

住の視覚障害者手帳交付者数を調べてみました。

表のような手帳受給者がおりますが、「障連協」

団体会員に加入は１５０名程度となっています。

約９０％(１,０００名)の視覚障害者の方「おぴっ

た」で、仲間になりませんか？お待ちしています。

幸いにも全国に胸を張って「バリアフリー」化し

た旭川障害者福祉センター「おぴった」が全組織

を掲げてお待ちしています。

最後になりましたが「旭視協」が、今日も元気

に頑張れますことは、関係ある皆様方の常、日頃

の御支援と御協力があっての賜ものであり、深く

感謝申し上げ厚くお礼申しあげます。

■障連協の現況連絡について

６/27(日)旭視協のジンギスカン行事について

６/27(日)社協第24回共に生きる広場について

７/18(日)障連協行事（フェスター）について

■「おぴった」シャトルバスの利用について

■使用済み郵便切手の回収について

■障害者の日記念事業、手づくり品の協力方について

□平成１５年度事業報告書

旭川市関連書業：今年度から障害者連絡協議会

への委託業務となった。障害者スポーツ教室を障

連協担当者と打ち合わせ、スポーツ教室の種目を

決定し、教室の指導はスポーツ協会で行う。また、

旭川市スポーツフェスタ・球技大会においても、

大会に関する競技種目・競技運営において、全権

を任されて活動しています。

１．障害者スポーツ教室（障害者連絡協議会より

委託事業）

１）旭川市ボッチャ教室 平成１５年１０月５日

２）旭川市グランドゴルフ教室 平成１６年１月１８日

３）旭川市フライングディスク教室 平成１６年２月２２日

４）旭川市障害者スポーツフェスタ 平成１５年７月２１日

５）旭川市障害者球技大会 平成１５年１１月３０日

＊スポーツ教室等の内容等については、旭川市障

害者福祉センター”おぴった”のホームページ

で検索できます。

２．スポーツ教室（旭川障害者スポーツ協会主催）

１）スポーツ教室

①第１・第３土曜日午後の部 参加者 ２５～４０名

種目（ボッチャ２コート・卓球３～４コート・フライン

グディスク）

②第２・第４水曜日夜間の部 参加者５名程度（平

成１６年１月終了）

２）第３回ボッチャ大会開催 平成１６年３月２８日

３．障害者スポーツ大会指導支援活動（スポーツ協会あ

て依頼あり）

１）全道聴覚障害者球技大会参加にあたり、旭川三

親会会長より指導依頼。（ソフトバレーの指導）大会

予選リーグ敗退。敗者による交流大会 優勝

２）第３回全国障害者スポーツ大会参加のため、強化

合宿以降指導依頼。石井選手・聴覚障害・下肢障

害（６月～１１月）教育大学学生協力（２回）陸上競

技 砲丸投げ ９ｍ１１ｃｍ（金メダル）ヤリ投げ２４ｍ

７５ｃｍ（銅メダル）

表 （福祉の手引きより）

年別 年齢別１級２級３級４級５級６級 計 備考

昭和
49.4.1
(1974)

18才
未満

11 6 4 8 16 5

880
発足

昭和50.10.12
(1975)18才

以上
261 138 78 98 101 154

昭和
59.4.1
(1983)

18才
未満

28 6 4 2 8 4

1445
発足

昭和62.7.14
(1987)18才

以上
405 264 109 166 188 261

平成
13.4.1
(2001)

18才
未満

10 5 2 3 2 -

1234
発足

平成14.9.19
(2002)18才

以上
432 280 90 103 146 161

昭和
15.4.1
(2003)

18才
未満

9 4 2 2 4 -

1213
18才
以上

391 309 109 98 144 165

旭川障害者スポーツ協会
会 長 速水 修

(美景園）旭川市神居町富沢443番地4
ＴＥＬ 62-3556/ＦＡＸ 62-3557

協 力
団 体
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□平成１６年度 事業計画書

１．旭川市関連事業：障害者連絡協議会への委託

業務となっています。今後、障害者スポーツ

教室を障連協担当者と打ち合わせて行い、ス

ポーツ教室の種目を決定し、教室の指導はス

ポーツ協会で行う。

■事業内容

１）旭川市障害者スポーツフェスタ

とき：７月１８日（日）

場所：大雪アリーナー体育館

７月９日まで役員要請締め切り

昨年の各団体からの要望として景品をだし

てほしい。景品を検討する。（個人１～３位

まで団体は予算に合わせて勝者のみ？）学生

ボランティア（教育大１０名・福祉専門学校

１０名・北都福祉１０名）アトラクション

（南消防署にドリル演奏を依頼予定？）競技

については昨年同様。協会としては、出発か

ら景品所まで誘導。

２）旭川市障害者球技大会

とき：１１月２１日（日）

場所：おぴった全館使用

１．卓球（障害区分別とオープン競技）

２．ＳＴＴ

３．ボッチャ（チーム）

４．フライングディスク

３）旭川市障害者スポーツ教室

場所：おぴった体育館

時間：１３：３０～１６：３０

１）旭川市ボッチャ教室

平成１６年１０月３日（日）

２）旭川市グランドゴルフ教室

平成１７年 １月１６日（日）

３）旭川市フライングディスク教室

平成１７年 ２月２０日（日）

２．旭川障害者スポーツ協会事業

１）スポーツ教室

①第１・第３土曜日午後の部

（１３：００～１７：００）

種目（ボッチャ２コート・卓球３～４コー

□障連協事務局活動報告

４月２７日の最終監査を皮切りに、常務理事会・

理事会を経て、平成１６年度の総会も無事終了す

ることが出来ました。新年度へ向けての新たなる

スタートが始まりました。

総会終了後にはスポーツ関連事業である、障害

者スポーツ教室（水泳）が、石田氏（日赤水安部）

指導のもと早速６月に行われました。

参加者及びボランティアを含め、２５名の参加

応募があり年々人数も拡大傾向にあり大変喜んで

おります。また、７月には３００数十名参加予定

の障害者スポーツフェスタが控えており、日々忙

しい毎日に追われています。

以前より理事会や常務理事会などで検討されて

いた、事務局体制問題で事務局にパート職員も抱

えることとなり、少しずつではありますが法人と

しての構えを強固に向けております。

そのような中で、障害者福祉センターの管理運

営を任される中、センター所長や副所長などと毎

月１回以上は、管理運営の問題点を検討し管理職

員との連携・旭川市福祉部との調整も取りながら

頑張っております。

また、障害者団体の活動として、「北海道の医

療費助成制度を考える連絡会」より反対運動への

協力要請がありました「障害者の医療費支援の削

減」という北海道の単独事業に対して、我々の団

体からも代表が札幌の道庁へ出向き行動を起こし

てきました。

今後も福祉に対しては益々厳しい状況を迎える

時代になりましたが、障連協加盟の障害者１５団

体がより発展できるお手伝いが出来れば幸いと思

います。

・電話 ＦＡＸ ０１６６-３１-２２２６

■ 事務所（「おぴった」３階）
〒０７８-８３２９ 旭川市宮前通東４１５５番地３０事務局だより

６月より障連協事務局で週３回

（水・金・土）、事務のお手伝い

をさせていただいています。まだ

まだ分からないことばかりでご迷

惑を掛けることもあるかもしれませんがどうぞ

よろしくお願いいたします。

小平 敬明（こだいら よしあき)

新パート職員自己紹介



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日( １８ )

障害者連絡協議会の活動がスタートして二年半

が経過しました。

事業部では、旭川市のスポーツフェスタや球技

大会、障害者の日記念事業など、これまでは旭川

市保健福祉部障害福祉課と障害者団体による実行

委員会が実施してきた事業を徐々に障害者連絡協

議会が旭川市より委託を受け、その企画・実施を

主な事業として行なって来ました。始めての試み

であり、障連協も不慣れで参加者やボランティア

及び協力者の皆様を戸惑わせながらの事業でした

が、皆様のご理解とご協力のもとで無事終了する

ことができました。改めて関係者の皆様にお礼を

申し上げます。

事業部の事業に限らず、障害者連絡協議会の事

業は、障害者自らの手で様々な事業を展開するこ

とにより、雇用の場を作り出し各団体の会員をは

じめ、多くの障害者に社会参加と自立の足がかり

となる機会を提供して行くことが大きな目的の一

つでもあります。

目的を達成する為には、各団体間の違いや特徴

を互いに理解しあい、それぞれの特徴を生かしな

がら全ての力を結集することが大切です。そのこ

とによって、更に様々な事業の展開が可能となり、

もっと多くの仲間に色々な機会を作り提供して行

くことができると信じます。今後とも皆様のご協

力をお願いいたします。

平成１５年１１月３０日、２１０名の参加を仰

ぎ盛大に『旭川市身体障害者球技大会』が施行さ

れました。今年度は卓球・ボッチャに加えあらた

に公開競技として“フライングディスク”を取り

入れた 参加者の半数ほどが初めての体験でした

がなかなか好評であった。フライングディスクは

障害レベルにあまり関係なく多くの人が楽しめる

スポーツであると感じた。

平成16年度は卓球・ボッチャ・フライングディ

スクが正式競技になると思われる。また平成１５

年１２月６・７日 当協会監事である旭川視力障

害者福祉協会事務局長 冨田和信実行委員長の下

『旭川市障害者の日記念事業』を開催いたしまし

た。プログラムの一つに森山病院理事長森山領先

生の軽快なお話と歌を講演していただき会場3百

数十名の参加者が一体となり楽しいひと時を過ご

しました。

今後の事業日程としましては１２月４・５日を

旭川市障害者の日記念事業を予定しております。

障害者スポーツ関係につきましては別掲載にして

あります。

☆この度、平成１６年度のＮＰＯ法人旭川障害

者連絡協議会の総会で青木利子常任理事が副理事

長に就任されましたので、変わって広報部を担当

する事になりました篠田でございます。何にせよ

私は新聞発行については経験が無く、先輩委員に

助けられながら其の任務を達成しなければならな

いと感じているのであります、どうぞ宜しくお願

い申し上げます。

文章の達人に“刃物がいらない”と申しますが、

せめて旭川市が計画している私達に不利な行財政

改革推進を進めようとしている折から、「障連協

にゅ－す」が皆様方の組織に取って欠かせない結

束と団結の柱になって戴ければ幸いに存ずる次第

で御座います。

どうぞ年に２回発行の原稿募集にご協力をお願

い申し上げます。

事 業 部
担当常任理事

佐 藤 忠 公

スポーツ・文化部 担当常任理事

田 辺 邦 夫

広 報 部
担当常任理事

篠 田 良 雄



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日 ( １９ )

■「おぴった」誕生まで

相談員 高橋 正巳

平成３年５月、社団法人旭川身体障害者福祉協

会で、旭川身体障害者福祉センター建設運動につ

いて議論を交わし、今まで毎年旭川市に要望運動

を続けて来たけれど、なかなか展望が開けて来な

い、何処に原因があるのかと、私自身も反省しな

がらふと思い出したのが「私達の団体だけの要望

に旭川市は腰を上げない」と思い、我々の団体が

団結して障害者連絡協議会に提案をし、１４団体

が一致団結して市に要望することが望ましいと、

障害者連絡協議会に提案させて頂きました。各団

体の反応が大きく早速取り組むことにしようと言

うことになり経過と趣旨説明、取組について論議、

先ず市議会議員の皆さんの協力を仰ぐこと、どの

議員さんにお願いするのか、私は市議会各会派の

中から一人ずつ紹介議員を出して頂き、密な連絡

を取り打合せを重ね、行政に要望する内容等、又

市民に運動のピーアールをする為、街頭宣伝や署

名活動を展開。障害者団体以外に各種団体の協力

を頂きました。各会派から選出された市議会議員

６名の方々には本当にお世話になりました。特に

吉野務様にはお力添えを賜りました。

旭川市長さん、旭川市議会議長さんに要望書を

提出、議員の皆さんに同席して頂きました。早速

市議会に提案され採択、翌年度調査費が計上され、

他市町村の福祉センター視察が始まり、建設場所

等の要望最初は宮下１０丁目学校跡地、旭川駅か

ら近い事もあって、そのうち駅周辺開発が進み、

「北彩都あさひかわ」の一画に建設地が決定第１

号となる。建物についての打合せ、福祉部の方や

建築部の皆さん方と膝を交えて打合せを再三に渡っ

て行って来ました。特に問題になったのがプール、

旭川市内にプールが沢山あるので、温浴訓練が出

来る１５ｍのプールで我慢をしてほしい等、障害

者が使う場合水温が低いと肌寒さが強い、又、障

害者の中から水泳の選手が出るかも知れない、２

５ｍのプールでなければ呼吸法が合わない等を申

し入れ最後は理解して頂きました。又、体育館の

上部に回廊を作って頂き、風雨雪の日も体力づく

りに歩くことが出来ます。大いに利用して下さい。

障連協に加盟している各団体の役員の皆さんの

一糸乱れぬ団結力で完成したセンターです。セン

ターの愛称を募集したところ、アイヌ語で「おぴっ

た」と名付けられました。ご存じのとおり、アイ

ヌ語で「みんな」という意味だそうです。平成１

４年７月１日にオープン、実現までに１２年かか

りました。長いようで短かったような気がします。

近代的な建物と設備、障害者ばかりでなく、一

般の方々にも空いている時は使っていただく事に

なっております。障害者の仲間が障害者の福祉の

前進を願いながら、活動する拠点として大いに活

用して下さい。

ＮＰＯ法人旭川障害者連絡協議会もここに事務

所を構え活動しておりますし、各種団体も事務所

を設置しております。（完）

“この度の２００４年度定期総会において、常務理事を退任し新たにもうけられた

相談役に選出されました高橋正己氏から特別寄稿がありました。”
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スクラップ
■２００４．４．２１（水）北海道新聞

■２００４．１．２３（金）北海道新聞



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００４年７月１０日 ( ２１ )

ブックを読む スクラップ

ブ ッ ク

を読む！

■２００４．６．２３（水）北海道新聞
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スクラップ

■２００４．６．２３（水）北海道新聞
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ブックを読む スクラップ

ブ ッ ク

を読む！

■２００４．６．１３（日）北海道新聞

■２００４．６．９（水）北海道新聞
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報告：体育館部会指導部長 阿部龍雄

１．旭川市障害者スポーツフェスタ

７月１８日（日） 大雪アリーナ体育館使用

競技種目

札合わせ、スラローム３０m、ゲートリレー、ボールすく

い、ビーンバッグ投げ、つな引き、チビッコレース、幸

運レース、借り物競走、スラロームリレー、玉入れ、お

手をどうぞ、フライングディスク送り

以上昨年と同種目

２．旭川市障害者球技大会（阿部）

１１月２１日（日） おぴった全館使用

競技種目

卓球（障害別）・ＳＴＴ（盲人卓球）・ボッチャ（団体戦）・

フライングディスク（個人戦）

３．障害者水泳教室（プール部会）６月開催

おぴったプール使用 木曜日４回

日赤水安部担当（石田） 定員１５名程度

８月開催 おぴったプール使用 ３日～６日４回予定

日赤水安部担当（石田）予定 定員１５名程度

４．障害者スポーツ教室（体育館部会）

１）ボッチャ教室

１０月３日（日）１３：３０～１６：３０予定 おぴった体育

館使用 定員３０名程度

球技大会の種目としての教室 北海道ボッチャ選手

権大会参加可能、旭川障害者スポーツ協会ボッチャ

大会参加可能

２）グランドゴルフ教室

平成１７年１月１６日（日）１３：３０～１６：３０予定

おぴった体育館使用 定員３０名程度 室内でコース

を設営して、レクレーションとして活用できる。

３）フライングディスク教室

平成１７年２月２０日（日）１３：３０～１６：３０予定

おぴった体育館使用 定員３０名程度

アキュラシー・ディスタンス（立位・座位）の２種目で、

全国障害者スポーツ大会の正式種目。障害区分なし。

※参考 ９月２６日（日） 札幌市ツドーム（スポ協よりお

びった内で案内を掲示） 北海道障害者フライングディ

スク大会 北海道障害者スポーツ大会（夏季）参加可

能 ７月のスポーツフェスタ及び８月の水泳教室以外

の日程は予定になります。

５.その他の事業日程

■旭川市障害者の日記念事業

１２月４日(土)～５日(日) 会場 おぴった

■ＮＰＯ法人になって２度目の総会

を迎え、この度の「障連協ニュース」

には北海道に数ある福祉センターが、

知事の目に停まり映えある優秀賞を

戴いたのであります。然し、その反

面弱者に対する経済動向は、日増しに厳しさを

増すばかりで、重度障害者の“医療費の削減”

障害者の職場である“小規模通所授産施設の予

算減”など、これからの障連協の役割は益々大

きくなると感じられます。このように話題が暗

い中にも、編集には新人の広報部長を助ける姿

が見られました。殊に青木前広報部長の手際良

い配列や編集などは、お見事でした。ありがと

う御座いました。（篠田）

■障連協だよりは、２年目となりました。初刊

の頃と比べると、センターの周りがずいぶん変

わりました。道路が整備され、バスがすぐ近く

を走るようになり、スーパーができ、合同庁舎

も完成。さらに便利になると思います。この

「たより」もより充実するよう、力を合わせた

いと思います。（大橋）

■障連協の今年の定期総会も５月３０日「おぴっ

た」で開催されました。総会では役員の改選と

組織の一部改正が承認されました。我々広報部

会も新しく篠田良雄さんが選任され就任致しま

した。ニュースも今回で３号目の発行になりま

すが、委員それぞれが意見を出し合って編集作

業を進めて来ました。我々はより良いニュース

を作りたいと思って居りますが記事になる様な

事が有りましたら障連協加盟団体のみなさんの

協力が絶対に必要になりますのでご協力を期待

致します。今回３号ニュースが発行される頃に

は今年度の障害者スポーツフェスタが大雪アリー

ナで開催されますので、我々広報部会員はカメ

ラを持って取材に走り回りますのでよろしくお

願い致します。（冨田）

編集
後記
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